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 第１章では、スクリーニングテストによって新たに見出した Mg 固溶LiCoO2が、電気化学的に酸化されれば
されるほど、熱的な安定性が向上する物質であることを明らかにしている。また、この反応機構についても検
討を加え、層状化合物からスピネル類縁結晶への転移現象に及ぼすマグネシウムの効果によるものであるとし
ている。 
第２章では、近年注目され始めている新規リチウムインサーション材料 LiCo1/3Ni1/3Mn1/3O2をとりあげ、材料
化技術の観点および電池工学的な立場から検討し、LiCo1/3Ni1/3Mn1/3O2材料は実用電池用正極材料として有望で
あることを認めている。 
第３章では、この LiCo1/3Ni1/3Mn1/3O2を化学的、電気化学的に酸化した状態の熱的安定性を種々の熱分析測定
によって検討し、この材料は、現行のLiCoO2と比較して高容量でしかも電池の安全性を飛躍的に向上させるこ
とが可能であることを初めて明らかにしている。また、この一連の熱分析を基礎とする安全性試験を Mg 固溶
LiCoO2の安全性評価にも適用し、Mg固溶LiCoO2とLiCo1/3Ni1/3Mn1/3O2の耐熱性向上メカニズムの類似性を指摘し
ている。 
第４章では、これらの新規正極材料を用いて実用電池を試作することによって、実用化の可能性を検討し、
これらの新規材料を用いることによって安全性を確保した高エネルギー密度リチウムイオン蓄電池として実用
化可能であることを実証している。 
 以上のように、本論文の著者は、正極材料を研究することによってリチウムイオン蓄電池の容量を低下させ
ることなく安全性を飛躍的に向上させることに初めて成功している。これらの成果は、無機材料化学および固
体電気化学分野の発展に寄与するところ大である。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資
格を有するものと認める。 
 
